
明治 後 期 か ら戦 前 の 島根 県波 根 東村 人 口統 計 資 料

廣 嶋 清 志

本 稿 は , 波 根 東 村 の 『人 口統 計表 自明治 32 年 至 口』 (昭 和 14, 1939 年 ま で , 写真 フォ

ル ダ¥ 245, 表 紙 写真 001) お よび 『人 口統 計 小 票 • 戸 口表綴 』 (明治 32, 1899 年 か ら大 正

12, 1923 年 ま で , 写真 フォル ダ¥ 246) につ い て概 要 を記 述 す る もので あ る (以 下 , 写真 番

号 を¥ 245 につ い て は番 号 のみ を示 し, ¥246 につ い て のみ 246 を付 け る) 。 これ らは 2012
年 4 月 1 日に重 点 プ ロジ ェ ク トメ ンバ ー に よって撮 影 され た 大 田市 旧役 場 文 書 (箱 14) で ,

主 な 内容 は Excel フ ァイル 245.xl s, 246.xl s と して 文 字入 力 され た。

これ らの 内容 は以 下 の よ うに , 各 年 の書 類 がす べ て保 存 され て い るわ け で は な く, か な

り欠 落 もあ る とみ られ る。 上 記 2 冊 に分 け られ て い るの も便 宜 的 と思 われ る。 た だ し, ど

ち らも 1899, 明治 32 年 に人 口動 態 統 計 が 中央集 計 に よっ て 開始 され た こ と, お よび 戸籍

法 が 明治 31年 に制 定 され , 人 口統 計 業 務 が 内 閣統 計 局 に移 管 され た こ とが契機 とな ってい

る とみ られ る。 ま た , 明治 31 年 末 , 36 年 末 , 41 年 末 , 大 正 2 年 , 7 年 末 にお い て現 住 人

ロ(人 口静 態 統 計 ) が全 国 的 に計 算 され , 発 表 され て い るが , 村 単位 の集 計 に よるそ の た め

の資料 作 りが含 まれ て い る こ とも分 か る。

以 下,本 籍 人 口, 現住 人 口, 人 口動 態 , 乳 児 死 亡 , 年 齢 , 出稼 ぎ人 口の 6 項 目につ い て 資

料 を抜 き書 き し, • を付 けて コメ ン トを加 え る。 行 頭 の数 字 は写真 番 号 で あ る。

1. 本 籍 人 口

写 真 4 左 案 稟議 庶 第 65 号

客年 12 月本 県 訓令 第 183 号 人 口統 計 表別 紙 の通 り調 査 及 進 達候 也

明治 32 年 2 月 19 日 村 長 名

知 事 宛

5 第 1 号 本 籍 人 口族 称 別及 棄 児

棄 児

安 濃 郡 波 根 東 村

明治 31 年 12 月 31 日現在

総 計士族 平 民合 計

戸 主 男 0 547 0 547

女 0 34 0 34

家族 男 0 807 0 807

女 0 1333 0 1333

合 計 男 1354

女 1367

2721

• 明治 31年 12 月 末本 籍 人 口 男 1354, 女 1367, 計 2721 人
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6 第 2 号本 籍 人 口有 配 偶 者 無 配 偶 者 生年 別 (省 略 )

9 第 3 号 市 町村 出入 人 口及 現 住 戸数 明治 31 年 12 月 31 日現 在

波 根 東 村

出入 別 男 女 合 計

他 へ 出 県 内他 市 町村 へ 出寄 届 (他 の 4 項 目を除 く)

陸海 軍在 営艦 兵 卒

囚人懲 治 人

在 台湾

在 外 国

合 計

66

14

3

0

0

83

50

0

0

0

0

50

116

14

3

0

0

133

他 よ り入 本 市 町村 へ入 寄届 6 4 10

現 住 戸 数 541

一 、 出入 寄 留 は寄 留 簿 に依 り調 査 す (筆 書 き)

ー 、陸海 軍在 営艦 兵 卒 は兵 籍 名 簿 に依 り調 査 す

ー 、 囚人懲 治 人 は刑 罰者 名 簿 に依 り調 査 す

ー 、現 住 戸数 は実 地 に就 き調 査 す

• 出入 人 口 と現 住 戸数 が あ っ て , 本 籍 人 口が別 に書 かれ , 現住 人 口は ない。

本 籍 人 口は以 後 , 最 後 の年 ま で使 われ , 現住 人 口が登 場 後 も消 え る こ とは な い。

年 に よっ て は生 年 別 人 口が本 籍 人 口 と現 住 人 口の 両方 につ い て集 計 され て い る。

した が っ て , 本 籍 人 口 と現 住 人 口の差 が どの年 齢 で生 じて い るか が分 か る。

2. 現 住 人 口

初 出

10 庶 第 81 号

明治 31年 12 月 本 県 訓令 第 183 号 人 口統 計 表 別 紙 の通 り進 達 す

明治 37 年 3 月 8 日 知 事 宛 村 長 名

( 中略 )

15 第 3 号 市 町村 出入 人 口及 現 住 戸数 波根 東 村

出入 別

明治 36 年 12 月

男 女

31 日現 在

合 計

他 へ 出 他 市 町・村 へ 出寄届 (他 の 4 項 目を除 く)

陸海 軍在 営艦 兵 卒

囚人懲 治 人

在 台湾

在 外 国

合 計

98

10

0

1

8

117

73

0

0

0

1

74

171

10

0

1

9

191
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他 よ り入 本 市 町村 へ 入 寄届 17 14 31
本 市 町村 本 籍 人 口 1372 1392 2764

出入 差 引本 市 町村 に於 け る現 住 人 口 1272 1332 2604

現 在 戸数 540

• 現 住 人 口が初 めて計 算 され て い る。

現 住 人 口は本 籍 人 口か ら計 算 す るか ら外 国人 を含 ま ない。

出 は 出寄 留 と外 国 な どで あ り, 出寄 留 そ の もの で な い。

各 村 で県 内他 出 と県 外 他 出が 区別 され て い な い が, 県 内全 村 で合 計 した 出 と入 を

合 計 した差 し引 き は, 県 内村 間 の 出入 が相 殺 され 、県 外 との 出入 に な る。

〇 同年 の別 資料 (参 考 )

『人 口統 計 小 票 • 戸 口表綴 』 (明治 32 年 よ り大 正 12 年 まで)

波根 東村 役 場 (写真 フォル ダ¥246) (写真 001)
59 庶 第 4I 号

明治 32 年 11 月 本 県 訓 令 第 126 号 に依 り別 紙 戸 口表 調 査 進 達 す

明治 37 年 1 月 24 日 郡 長 宛 村 長 名

60 戸 口表 明治 36 年 12 月 11 日現 在 波 根 東 村 (安 濃 郡 の様 式)

出入 別 男 女 合 計

他 へ 出 県 内他 市 町村 へ 出寄 届 (次 の 4 項 の者 を除 く) 46 36 82

他 府 県 へ 出寄届 (次 の 4 項 の者 を除 く) 52 37 89

陸海 軍在 営艦 者 10 0 10

囚人懲 治 人 0 0 0

在 台湾 1 0 1

在 外 国 8 1 9

合 計 117 74 191

他 よ り入 県 内他 市 町村 よ り入 寄届 11 13 24

他 府 県 よ り入 寄 届 6 1 7

合 計 17 4 31

本 籍 人 1372 1392 2764

現 住 戸 数 540

• 最 後 の 「本 籍 人 , 現 住 戸 数 」 は手 書 きで付 け加 え られ た項 目で , 本 来 , 県 の様 式 に は な

い もの。

• この 両者 は 時 点 の月 日が違 うが, 同 じ数 字 で あ る。 上記 の 「明 治 31 年 12 月 本 県 訓令 第

183 号 人 口統 計表 」 お よび 「明 治 32 年 11 月本 県 訓令 第 126 号 戸 口表調 査 」 で あ る。
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前者 の 「他 市 町村 へ 出寄届 」 は後者 の 「他 府 県 へ 出寄 届 」 が含 まれ て い る。 後 者 は他 府 県

が分 離 され て い るが , 現住 人 口が ない。 後 者 は大 正 12 年 で廃 止 され た の だ ろ う。

(最 後 の記 載 ) (以 後 , この様 式 は変 え られ た。) ( フォル ダ¥ 245 つ づ き)

355

種 別

第 2 表 市 町村 出入 人 口及 現住 戸数 昭和 9 年 12 月 末 日現在

合 計男 女

出の部 本 村 よ り出寄 留者 (次 の 8 項 中執 れ か に 当 る者 は従 令 出寄 留者 と§¢本 項 に は之 を

除 く)

自郡 内他 町村 へ 25 30 55

自県 内他 市 郡 へ 55 46 101

他 道 府 県 へ 297 303 600

計 377 379 756

在 陸海 軍 部 隊艦 船 12 0 12

在 監者 0 0 0

在 朝 鮮 73 43 116

在 台湾 8 7 15

在 樺 太 0 0 0

在 関東 州 17 13 30

在 南洋 郡 島 0 0 0

在 外 国 30 19 49

不 詳 18 10 • 28

計 158 92 • 250

合 計 535 471 1006

入 の部 本 村 へ 寄留 者

自郡 内他 町村 よ り 30 24 54

自県 内他 郡 市 よ り 26 24 50

他 道 府 県 よ り 13 17 30

道 府 県外 よ り 0 0 0

計 69 65 134

本 市 町村 本 籍 人 口 1631 1598 3229

本 市 町現 住 人 口 1165 1192 2357

本 市 町村 現住 戸 数 491 11 502

〇 (現 住 人 口に関 わ る新 しい様 式 )

374 第 1 戸 口及 出入 人 口 昭和 10 年 12 月 末 日現 在
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戸 数

501

現 住

男

1076

人 口

女

1015

計

2091

本 籍

男

1632

人 口

女

1545
計

3177
出入 人 口

入 の部 出 の部

男 女 計 男 女 計

陸海 軍在 営者 0 0 0 14 0 14

在 監者 0 0 0 1 0 1

内地

県 内他 市 町村" 57 50 107 96 101 197

県 外 他 道 府 県 3 4 7 314 368 682

計 60 54 114 410 469 879

外 地

朝鮮 86 54 140

台 湾 13 9 22

樺 太 0 0 0

関東 洲 19 15 34

南洋 委任 統 治 地 0 0 0

外 国 54 21 75

不 詳 19 16 35

合 計 64 54 114 616 584 1200

• 現 住 人 口の 計 算 方 式 は変 わ らな い。 現 住 人 口が最 初 の項 目に移 り, そ の格 上 げ とい え よ

う。 す で に国勢 調 査 が数 回 実施 され た に もか か わ らず , 維 持 され 様 式 の変 更 がみ られ る。

国勢 調 査 間 の 現住 人 口が必 要 と され た のだ ろ う。 出・α= 1200-114= 1086

3. 人 口動 態

• 以 下 の よ うに, 本 籍 につ い て と現 住 人 口につ い て の 2 種 が あ る。

〇本 籍

写真 2 左 案 稟 議 庶 第 64 号

客年 12 月本 県 訓令 第 182 号 人 口統 計 材 料 表 別 紙 の通 り調 査 及進 達 候 也

明治 32 年 2 月 19 日 村 長名

知 事 宛

3 本籍 出産 死 亡婚 姻 離 婚 表 明治 31年 中 安 濃 郡 村

類 別 男 女 合 計

生 産 公 生 34 27 61

私 生 2 1 3

合 計 36 28 64
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死 亡 23 35 58

婚 姻 数 23

離 婚 数 20

附属 表 男 女 合 計

類 別 生 産 届 漏 者  明治 30 年 生

29 年 生

28 年 生 1 1

27 年 生

26 年 以 前 生

棄 児 本 年 生

前 年 以 前 生

死 亡届 漏 者

本 籍 不詳 者 死 亡

死 産 4 2 6

• これ 1件 のみ で , 以後 , この統 計 は な い。 明治 32 年 か らは作 られ な くな った。

しか し, 以 後 も生年 別 人 口の表 が別 に あ るの で , これ に よ って 当年 生 まれ 数 は わ か る。 た

だ し, これ には乳 児 死 亡 がふ くまれ な い。•

〇現 住 人 口

• 最 初 の もの は¥ 245 で な く, ¥ 246 に あ る。

246-43

左 案 稟 議 庶 第 146 号

本 年 2 月本 県 訓 令 第 9 号 現住 人 の結 婚 離 婚 配 偶 及 出生報 告表 別 紙 調 査 及 進 達候 也

明治 35 年 4 月 29 日 郡 長 宛 村 長 名

246-44 現 住 人 の結 婚 離 婚 配 偶及 出生 報 告 表 明治 34 年 中 波根 東 村 役 場

結 婚 15

離婚  1

年 末 配 偶 数 466

生 産 公 生 男 38 女 28

私 生 男 5 女 4

計 75

死 産 公 生 男 3 女 1
私 生 男 3 女 1

計 8
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• この後 , 大 正 5 年 ま で 多数 , ¥246 の方 に綴 じられ て い る。

なお , このつ づ き とみ られ る もの が下記 の よ うに¥ 245 に綴 られ て い る。

以 下大 正 10 年 か ら始 ま り, 昭 和 9 年 ま で存 在 す る。

161 庶 発 第 ! 75 号 大正 11 年 5 月 9 日

波根 東 村 長 安 濃 郡 長 殿

明治 35 年 訓令 第 9 号 に依 り現 住 人 の結 婚 離婚 配 偶及 出生表 別 紙 進 達候 也

162 現住 人 の結 婚 離 婚 配 偶 及 出生表

結婚  34

離婚  3

年 末 配 偶 数 537

男 女

生産 公 生 46 35

私 生 3 1

計 85

死 産 公 生 2 1

私 生 0 0

計 3

大 正 10 年 中

• 全 国的 に ! 899 年 明治 32 年 に動 態 事 象 1件 ず つ の個 票 に よ る全 国 中央集 計 方 式 の人 口動

態 統 計 (現 住 地 人 口別 ) が 開始 され た。 この た め , 村 毎 に集 計 した 出生 数 , 死 亡数 な どを

報 告 す る とい う事 務 は な くな っ た はず で あ る。

そ の か わ りに 下記 の よ うな 「人 口統 計 材 料 統 計 小 票 」 を送 付 し, そ の送 付 記 録 を残 す とい

う形 に な った。 これ が¥ 246 の綴 りの始 ま りと考 え られ る。

246-4 左 案 稟 議 庶 第 128 号

本 年 度 第 1期 分 人 口統 計 材 料 統 計 小 票 別 紙 進 達 仕 候 也

明治 32 年 5 月 9 日 郡 役 所 ー課 宛 村 長 名

5 出生 22 枚 1 号 よ り 22 号

死 亡 16 枚 1 号 よ り 16 号

婚 姻 1枚 5 号 !, 枚

離 婚 1枚 1 号 ］• 枚

死 産 2 枚

計 42 枚

• なぜ , 明治 35 年 か ら島根 県 で 「現 住 人 口の結 婚 離婚 配 偶 及 出生 報 告 表 」 とい う動 態 事象
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の集 計 が は じま っ た の か , そ の理 由 は , 県独 自の現 住 人 口の動 向 を把 握 す るた めで あ るか

も しれ な い。 とす る と, なぜ , そ の報 告 に死 亡 が ない の か は疑 問 で あ る。

いず れ にせ よ, 現 住 人 口算 出 の も とに な る本 籍 人 口を正 し く計 算 す るた め に動 態 事 象 を

正確 に本 籍 に反 映 す る こ とは必 要 で あ る。 動 態事 象 を現 住 人 口に 限 定 して集 計 す る こ とは

現住 人 口の計 算 に直 接 には必 要 と され て い な い。

4. 乳 児 死 亡数 (0 歳 児 死 亡数 )

• 年 齢 別 死 亡数 が 書 かれ て い るの は昭 和 9 年 か ら。

この年 だ け月 別 に死 亡者 の病 名 と年 齢 が個別 に書 かれ て い る。 = 個 票 デ ー タ に な って い る。

(〇 オ 〇 月 と書 かれ て い るの で , 満 年 齢 )

た だ し, 昭 和 ! o 年 の現 住 人 死 亡者 病 類 別 • 月別 • 年 齢 別 は年 齢 が数 え年 に よ る。

した が っ て, 満 〇歳 死 亡数 を計 算 す るに は仮 定 に よ る こ とにな る。

この 頃 か ら, 村 の 資料 が残 って いれ ば, 村 別 の 〇歳 死 亡数 が とれ る こ ともあ る。

5. 年 齢

• 本 籍 人 口につ い て数 え年 が か な り残 って い る。

波 根 東 村 の資料 (写真 175 県庁 活 字 様 式) の よ うに, 大 正 12 年 ま で , 年 齢別 現 住 人 口に

お い て , 生年 に 「数 へ 年 」 が併 記 され て い る。

以 後 は , 年 齢 別 人 口表 に生年 の み で数 え年 は書 かれ て い な い。 しか し, 現 実 に は, 各 所 で

数 え年 が使 われ て い る。なお , 数 え年 は 当年 生 まれ を 1 歳 とす るが , 12 月 31 日にお け る生

年 別 人 口で は数 え年 n 歳 人 口は満 年 齢 n - 1 歳 人 口 と完 全 一 致 す る。

「島根 県 統 計 書 」 昭 和 2～4 年 の分 のみ で

市 郡 別 の男 女 年 齢 各 歳別 人 口, 生 産 ( 出生 ) 数 , 男 女年 齢 別 死 亡数 な どが掲 載 され て い る。

(死 亡数 は, 5 歳 ま で は各歳 別 , 5～20 歳 は 5 歳 階級 別 , 以後 は 10 歳 階級 別 。

市 町村•別 のデ ー タ は な い)

6. 出稼 人 口の統 計

出稼 ぎ者 の記 載

(『島根 県 市 町村 別 統 計 書』に は第 8 回 (昭和 ! 0 年 度 ) 1937 年 3 月 刊 か ら掲 載 され て い る)

0  (写真 149) 「大 正 10 年 2 月 5 日 波根 東 村 長 各 区長 宛 (各 通 )

区 内本 籍 者 に して村 外 他 地 方 へ 出稼 せ る者 の氏名 及 出稼 地 を来 る本 月 8 日迄 に御 願 調 べ御

回報 相 成 度 候 、右 通 達 候 也 」

• これ に よっ て戸 籍 に記 載 され て い な い 出稼 ぎ人 口統 計 作 成 の方 法 が うか が え る。 この年
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か ら始 ま っ た もの か も しれ な い。

そ の後 , この統 計 は掲 載 され てい ない が , 大 正 13 年 郡 状 況 書 に は 出稼 人 数 が記 載 され て

い る とい う (本 報 告 書橋 本 論 文 参 照 ) 。

〇 出稼 人 口

以 下 4 年 次 の記 載 が あ る。

写真 379 (郡 の活 字様 式 )

第 5 出稼 人 口 昭和 10 年 12 月 末 日現 在 (報 告 期 2 月 末 限)

県 内 中国 近 畿 九州 朝鮮 満 州 其 の他 県外 計

男 職 人 19 7 5 2 2 3 2 21

職 工 2 0 0 1 0 0 0 1

店 員 3 5 0 0 0 0 0 5

其 の他 7 2 2 0 0 0 2 6

計 31 14 7 3 2 3 4 33

女 女 工 8 0 18 0 0 0 4 22

女 中 13 5 5 0 0 0 0 10

其 の他 11 3 1 1 0 0 0 5

計 32 8 24 1 0 0 4 37

(注意 ) 1.出稼 とは本 市 町村 に生 活 の本 拠 を有 す る者 に して賃 金 を得 る為 本 市 町村 外 に一 定

の期 間居 住 す る者 を謂 う

2.出稼 漁 業及 移 民 は本 表 に計入 す べ か らず

389 第 5 出稼 人 口 (昭和 11 年 12 月 末 日現 在 )

県 内 中国 近 畿 九州 朝 鮮 満 ÎW 其 の他 県外 計

男 職 人 14 6 4 3 3 3 2 21

職 工 1 0 1 1 0 0 0 2

店 員 2 4 0 0 0 0 0 4

其 の他 6 3 2 2 0 0 0 7

計 23 13 7 6 3 3 2 34

女 女 工 3 0 12 0 0 0 2 14

女 中 14 6 4 0 0 0 0 10

其 の他 11 2 1 1 0 0 0 4

計 27 8 17 1 0 0 2 28

397 第 5 出稼 人 口 (昭 和 12 年 12 月 末 日現 在 )
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県 内 中 国 近 畿 九州 朝鮮 満 州 其 の他 県外 計

男 職 人 5 4 40 8 12 7 3 79
職 工 1 3 23 0 0 0 0 27

店 員 2 2 11 0 0 0 0 15
其 の他 18 4 21 1 0 2 0 46
計 26 13 95 9 12 9 3 167

女 女 工 1 0 9 1 0 0 3 14
女 中 10 8 55 2 0 0 0 75
其 の他 12 5 40 2 0 0 0 59
計 23 13 104 5 0 0 3 148

442 第 5 出稼 人 口1 (昭和 14 年 12 月 末 日現 在 )

県 内 中国 近 畿 九州 朝鮮 満 州 其 の他 県外 計

男 職 人 2 5 8 10 18 15 6 64
職 工 1 3 7 2 0 0 2 15
店員 0 0 4 1 1 1 2 9
其 の他 2 3 7 5 11 3 3 34
計 5 11 26 18 30 19 13 122

女 女 工 1 0 4 0 0 0 0 5
女 中 3 3 16 2 0 0 5 29
其 の他 3 2 9 3 10 8 4 39
計 7 5 29 5 10 8 9 73

• 出稼 人 口は 出人 口(内地 は 出寄 留 ) の一 部 で あ る。

〇森 恒 太 郎 (盲 天 外) 著 『町村 是 調 査 指 針 』 明治 42 年

ht tp：//kindai .ndl .go.jp/info：ndljp/pid/784697 26/167 の 甲式 小 票 に 「本 籍 人 の他 出者 」 の項

目が あ る。

これ は 「目的 」 (遊 学 , 公 職 , 商 業 , 出稼 , 奉 公 , 其他 ) に分 け られ て い る。

この小 票 は本 籍 の家 単位 。
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